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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】複数の扁平な電池パックを積層した組電池であ
って、密閉された電池パックのケースの内圧上昇に際し
てケースと封口板の溶接箇所の疲労劣化を抑制する。
【解決手段】組電池２は、複数の扁平な電池パック１０
とスペーサ５が交互に積層されて積層方向に荷重された
構造を有する。電池パック１０は、幅狭面が開口してい
る扁平なケースと、ケースの開口の内周面に嵌合してい
る封口板であってその側面と内周面が溶接されている封
口板を備える。スペーサ５は、各電池パックの両側の扁
平面の中央に配置されており、扁平面との接触領域の輪
郭が電池パックの扁平面の輪郭よりも小さい。積層方向
の荷重によって電池パックの扁平面の中央がスペーサの
輪郭の形に窪んでいる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に電池本体を収容する扁平なケースであって幅狭面が開口しているケースと、前記
ケースの開口の内周面に嵌合している封口板であってその側面と前記内周面が溶接されて
いる封口板と、を備える複数の電池パックと、
　各電池パックの両側の扁平面の中央に配置されており、前記扁平面との接触領域の輪郭
が電池パックの扁平面の輪郭よりも小さい複数のスペーサと、
を備えており、
　複数の電池パックと複数のスペーサが交互に積層されているとともに、積層方向に荷重
されており、
　荷重によって電池パックの前記扁平面の中央がスペーサの輪郭の形に窪んでいる、
ことを特徴とする組電池。
【請求項２】
　積層方向に封口板とスペーサを横断する断面で見たときに、封口板の下端からスペーサ
の上端までの距離Ａと、前記窪みの深さＢとの比Ｂ／Ａが、０．００５≦Ｂ／Ａ≦０．１
１であることを特徴とする請求項１に記載の組電池。
【請求項３】
　前記比Ｂ／Ａが、０．０２≦Ｂ／Ａ≦０．０９であることを特徴とする請求項２に記載
の組電池。
【請求項４】
　積層方向に封口板とスペーサを横断する断面で見たときに、扁平面と封口板との接触領
域の下端から扁平面とスペーサとの接触領域の上端までの間で前記扁平面が、積層方向の
直交方向に対して一直線に傾斜していることを特徴とする請求項１から３のいずれか１項
に記載の組電池。
【請求項５】
　内部に電池本体を収容する扁平なケースであって幅狭面が開口しているケースと、前記
ケースの開口の内周面に嵌合している封口板であってその側面と前記内周面が溶接されて
いる封口板と、を備える複数の電池パックと、
　各電池パックの両側の扁平面の中央に配置されており、前記扁平面との接触領域の輪郭
が電池パックの扁平面の輪郭よりも小さい複数のスペーサと、
を備えており、
　複数の電池パックと複数のスペーサが交互に積層されてその積層方向に荷重されており
、
　電池パックの前記扁平面の中央がスペーサの輪郭の形に窪んでおり、
　積層方向に封口板とスペーサを横断する断面で見たときに、扁平面と封口板との接触領
域の下端から扁平面とスペーサとの接触領域の上端までの間で前記扁平面が、積層方向の
直交方向に対して一直線に傾斜している、
ことを特徴とする組電池。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、複数の電池パックで構成される組電池に関する。複数の電池パックを集積した
組電池において個々の電池パックは「電池セル」、あるいは、単に「セル」と呼ばれるこ
ともある。
【背景技術】
【０００２】
　複数の電池パックを直列あるいは並列に接続して高電圧あるいは大容量の電池を実現す
ることがある。そのような電池は組電池（Battery Stack）と呼ばれる。個々の電池パッ
クは扁平な形状であることが多い。特許文献１には、複数の扁平な電池パックを並べて配
置し、直列に接続した組電池が例示されている。
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【０００３】
　リチウムイオン電池に代表される電池パックは、密閉された扁平なケースに電解液と電
池本体が収容される。ケースが密閉されているので、温度が上昇したり、大気圧の低い高
所へ持っていかれたりすると内圧が上昇し、ケースが膨張する。電池パックを充電すると
発熱するので、充電の毎にもケースが膨張することになる。
【０００４】
　内圧上昇によるケースの膨張を防止する技術が例えば特許文献２に開示されている。そ
の技術は、扁平なケースの扁平面の中央に台形の窪み、あるいは、台形の突出部を設け、
ケースの強度を高めるというものである。扁平なケースの扁平面とは、最も面積が大きい
ケース側面であり、幅広面とも称されることがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－２４２９５６号公報
【特許文献２】特開２００６－０４０８７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　扁平なケース本体と封口板（蓋）を溶接して密閉したケースを実現することがよくある
。そのようなケースが膨張と収縮を繰り返すと、溶接箇所が疲労劣化する。本明細書は、
内圧上昇に際してケース本体と封口板の溶接箇所の疲労劣化を抑制する技術を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本明細書が開示する技術は、複数の扁平な電池パックを、扁平面を対向させて並べた組
電池のそのレイアウトを活用して溶接箇所の疲労劣化を抑制する。本明細書が開示する新
規な組電池は、次の特徴を有する電池パックを採用する。その電池パックは、内部に電池
本体を収容する扁平なケースであって幅狭面が開口しているケースと、そのケースの開口
の内周面に嵌合している封口板であってその側面とケースの内周面が溶接されている封口
板を備える。組電池は、さらに、各電池パックの両側の扁平面の中央に配置されており、
その扁平面との接触領域の輪郭が電池パックの扁平面の輪郭よりも小さい複数のスペーサ
を備える。なお、スペーサは、電池パックとの接触面が電池パックの扁平面の輪郭よりも
小さければよく、電池パックと接触しない箇所においては上記扁平面よりも大きくてもよ
い。
【０００８】
　本明細書が開示する組電池は、複数の電池パックと複数のスペーサが交互に積層されて
いるとともに、その積層方向に荷重されている。そして、その荷重によって電池パックの
扁平面の中央がスペーサの電池パック接触領域の輪郭の形に窪んでいる。なお、電池パッ
クの形状の特徴として、荷重を受けて扁平面の中央が窪む結果、積層方向に封口板とスペ
ーサを横断する断面で見たときに、扁平面と封口板側面との接触領域の下端から扁平面と
スペーサとの接触領域の上端まで、電池パックの扁平面が、積層方向の直交方向に対して
一直線に傾斜する。
【０００９】
　上記の組電池の電池パックでは、扁平なケースの開口と封口板との溶接面の大部分が、
扁平面と平行となるように溶接箇所を限定している。扁平面と平行となる溶接面とは、ケ
ースの幅狭面の開口の長辺を含む溶接面である。なお、短辺付近ではケースの強度が高い
ため、短辺の近傍でのケースの膨張は、本明細書では着目しない。ケース内圧上昇による
ケース膨張に関して重要視するのは、開口の長辺を含む溶接面であって、長辺の中央の溶
接面である。内圧が上昇したときに開口の長辺の中央が最も膨らみ易いからである。
【００１０】
　本明細書が開示する組電池では、矩形の開口の長辺を含む溶接面がケースの扁平面と平
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行となるように、扁平なケースの開口の内周面と封口板の側面が当接するように封口板を
ケースに嵌合し、当接面を溶接する。一方、複数の電池パックは、スペーサを挟んで積層
され、積層方向に荷重されている。この荷重により、扁平なケースは内圧上昇時もの膨張
が抑制される。その結果、ケースの開口は幅方向（扁平面と直交する方向）に拡がり難く
なる。即ち、ケースの開口の内周面と封口板の側面が離れ難くなる。その結果、内圧上昇
時に溶接面に作用する応力が緩和され、疲労劣化が抑制される。特に、荷重を受けてケー
スの扁平面の中央がスペーサの形状に窪み、扁平面（その裏面）と封口板側面との接触領
域の下端から扁平面とスペーサとの接触領域の上端までの間で扁平面が、積層方向の直交
方向に対して一直線に傾斜する。この形状がケースの強度を高めることに寄与する。荷重
とケース強度向上の相乗効果により、内圧上昇によりケース開口が拡がってしまうことが
効果的に抑制され、疲労劣化が抑制される。
【００１１】
　発明者は加える荷重の大きさを変えて比較検討した。その結果、荷重が大きすぎるとか
えって疲労劣化が進行し易いことを発見した。推測するに、荷重が大きすぎると、扁平面
の上端（封口板側面との接触領域の上端に相当する）に、開口外側方向の力が作用し、封
口板側面との溶接面の上側に引っ張り応力を与えることになるからである。発明者は、適
切な荷重の大きさを制限するのに、積層方向に封口板とスペーサを横断する断面で見たと
きに、扁平面と封口板の接触領域の下端から扁平面とスペーサの接触領域の上端までの距
離Ａと、荷重によって扁平面に形成される窪みの深さＢとの比Ｂ／Ａをパラメータとして
用いることが適していることを見出した。発明者は、Ｂ／Ａを様々に変えて内圧を上昇さ
せる繰り返し試験を行った。その繰り返し試験は、溶接箇所が破断するまで繰り返される
。その結果、０．００５≦Ｂ／Ａ≦０．１１であると、無荷重のときの繰り返し数の２倍
まで溶接箇所が破壊しなかった。さらには、０．０２≦Ｂ／Ａ≦０．０９であると、約７
０００回以上の繰り返し試験に耐えた。この数値は、耐疲労性にとって重要である。１日
に２回膨張を生ずるとして、１０年で７３００回の繰り返しとなる。例えば自動車に搭載
する組電池の耐用年数の評価基準として、１０年以上の耐用年数を有することが好ましい
。０．０２≦Ｂ／Ａ≦０．０９は、その基準をクリアする。
【００１２】
　本明細書が開示する技術の詳細とさらなる改良は以下の「発明を実施するための形態」
にて説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】実施例の組電池の模式的断面図である。
【図２】電池パックの３面図である。図２（Ａ）は上面図を示しており、図２（Ｂ）は正
面図を示しており、図２（Ｃ）は、図２（Ｂ）のＣ－Ｃ線における断面図を示している。
【図３】図２において符号IIIが示す範囲の拡大断面図である。
【図４】内圧上昇時のケースの膨張を説明する断面図である。
【図５】荷重を受けた電池パックの拡大断面図である。
【図６】荷重を受けた状態における電池パックの断面図である。
【図７】繰り返し試験の結果を示す表である。
【図８】繰り返し耐久試験の結果を示すグラフである。
【図９】電池パックの変形例を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図面を参照して実施例の組電池を説明する。図１に組電池の模式的断面図を示し、図２
に電池パックの３面図を示す。組電池２は、複数の扁平な電池パック１０を、スペーサ５
を介して積層した構造を有している。複数の電池パック１０は、その扁平面を対向させて
積層されている。扁平面とは、外形状が扁平な電池パック１０において最も広い面積を有
する側面である。複数の電池パック１０と複数のスペーサ５の積層体は、両側を金属製の
エンドプレート３で挟み込まれ、その両端のエンドプレート３が拘束ベルト４で連結され
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て保持されている。拘束ベルト４はゴムなどの弾性体であり、両側のエンドプレート３に
圧縮力を与えている。その圧縮力が電池パック１０とスペーサ５の積層体に荷重を与えて
いる。後述するように無荷重のときには電池パック１０の扁平面は平坦であるが、荷重を
受けることによって扁平面の中央に窪みＷが形成される。窪みＷの底の形状は、スペーサ
５の電池パック１０との当接面における外形状に等しい。なお、エンドプレートの側面に
は、スペーサ５と同じ形状の突起３ａが設けられており、最外側の電池パック１０の扁平
面にも窪みＷが形成されている。
【００１５】
　図２を参照して電池パック１０を説明する。電池パック１０は、扁平な外形状を有して
おり、一つの幅狭面に正負の端子１４ａ、１４ｂが設けられている。なお、説明の便宜上
、端子１４ａ、１４ｂが設けられている面の側を上側と称し、端子１４ａ、１４ｂが設け
られている面と対向する面の側を下側と称する。図に示した座標系においてＺ軸の正方向
が「上側」に相当する。図中の座標系におけるＹＺ平面と平行な側面が扁平面に相当する
。
【００１６】
　図２は電池パック１０の３面図であり、図２（Ｃ）は側面図に相当するが、理解を助け
るために図２（Ｃ）は、図２（Ｂ）のＣＣ線における断面を示している。図２（Ｃ）は、
電池パック１０とスペーサ５の積層方向に封口板１３とケース１２を横断する断面に相当
する。この断面は、さらに、ケース１２と封口板１３を同時に横断する断面であって、積
層方向と平行な断面と表現することもできる。
【００１７】
　図２（Ｃ）の断面は、図１に示した電池パック断面に相当する。ただし、前述したよう
に、積層方向に荷重を受けていないときには、扁平面は平坦であり、前述した窪みＷは形
成されていないことに留意されたい。図２（Ｂ）は扁平面を正面にみたときの図であり、
符号Ｅが示す矩形は、スペーサ５が接触する領域の輪郭を示している。図２（Ｂ）に示さ
れているように、スペーサ５は、扁平面の中央にあてがわれる。
【００１８】
　電池パック１０は、筐体の内部に電池本体を収容しているが、本明細書は電池パックの
筐体に着目しており、電池本体の図示は省略する。なお、電池本体は、典型的には、リチ
ウムイオンバッテリやニッケル水素バッテリなどの化学バッテリであるが、燃料電池であ
ってもよい。
【００１９】
　電池パック１０の筐体は、上面である幅狭面が開口している扁平なケース１２と、その
開口を封止している封口板１３で構成されている。前述した「上側」と「下側」の定義に
従うと、封口板１３は電池パック１０の上面に相当する。
【００２０】
　電池パック１０の筐体は密封されている。リチウムイオンバッテリやニッケル水素バッ
テリは、充電の際に発熱するため、温度上昇により内部の圧力が上昇する。また、密封さ
れた筐体は、大気圧の低い高所に持っていかれると内圧が高まる。内圧上昇への対策とし
て、電池パック１０の上面（即ち、封口板１３）に、安全弁１５が備えられている。安全
弁１５は、ケース内圧が所定の閾値を超えると開く。この安全弁１５は、安全装置を兼ね
ており、開くと同時に、内部の電池本体と一方の端子との間の導通を遮断する。
【００２１】
　封口板１３は、ケース１２の開口の内周面に嵌合しており、封口板１３の側面がケース
１２の内周面に溶接されている。溶接は封口板１３の周囲を一巡しており、ケースが密封
される。電池パックの筐体は密封されるので、前述したように内圧が上昇するとケース１
２が膨張する。膨張の際、ケース１２の開口と封口板１３との溶接領域のうち、ケースの
矩形開口の短辺１２ｂ（図２（Ａ）参照）の周囲Ｒ２はケースの剛性が高いので内圧上昇
時にもケースの変形は小さいが、長辺１２ａの中央付近Ｒ１では内圧上昇による変形が顕
著となる。内圧はケース１２の開口を拡げる方向に作用するから、開口と封口板１３の溶
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接に引っ張り応力が加わることになる。
【００２２】
　図３、図４を参照して溶接部に加わる力を説明する。図３、図４は、図２（Ｃ）におい
て符号IIIが示す範囲の拡大断面図である。符号Ｌが示す点ハッチングは、溶接領域を示
している。溶接は、レーザ溶接による。レーザは、封口板１３の側面１３ａとケース１２
の内側面１２ｃとの接触面に平行に照射される。照射された領域では所定の深さまで封口
板１３とケース１２が溶融して接合する。レーザの強度が強すぎるとレーザが封口板１３
を貫通してしまうため、貫通しないようにレーザの照度が調整される。その結果、溶接さ
れる範囲は、封口板１３の側面１３ａとケース１２の内側面１２ｃとの接触面の上方（接
触面のケース外側に近い部位）に限られる。なお、図３における内側面１２ｃは、扁平面
の裏側に相当する。
【００２３】
　筐体の内圧が上昇し、ケース１２の開口付近が膨らんだ状態を図４に示す。内圧が上昇
すると、ケース１２が膨らみ、当初は接触していた封口板の側面１３ａとケースの内側面
１２ｃ（扁平面の裏側）の接触面のうち、溶接されていない範囲が開き出す（図４中の符
号Ｐ２が示す箇所）。そうすると、溶接領域の下端（ケース内側に最も近い端であり、符
号Ｐ１が示す箇所）に応力が集中する。この応力集中ポイントが最も疲労劣化が進む箇所
となる。
【００２４】
　本実施例の組電池では、封口板１３とケース１２との扁平なケース１２の矩形開口の長
辺（図２（Ａ）参照）における溶接面が扁平面と平行となるように溶接面を特定し、その
扁平面にスペーサ５を介して外側から荷重を与えている。図５に荷重を与えたときの電池
パック１０の部分断面図を示す。荷重は扁平面を押さえ付けるように作用するのでケース
の膨張を抑制する。その結果、溶接面に加わる応力が低減され、疲労劣化が抑制される。
【００２５】
　なお、荷重を高め過ぎると、図５に示すように、溶接面の上端（符号Ｐ３が示す箇所）
に矢印Ｑが示す方向の力が作用する。この力は、溶接面を引き離すように作用し、溶接の
疲労劣化を促進してしまう。次に、適切な荷重の範囲を説明する。
【００２６】
　適正な荷重の大きさは電池パックのサイズに依存する。従って、適正な荷重をその絶対
値で特定することは得策ではない。発明者は、電池パックの特定箇所の長さの比で適正な
荷重の大きさを特定できることを見出した。図６を参照して適正な荷重の範囲の特定方法
について説明する。
【００２７】
　スペーサ５を介して荷重を強めていくと、図６（及び図１）に示すように、扁平面にス
ペーサ５の輪郭の底形状を有する窪みＷが形成される。その窪みの深さＢと、次に説明す
る距離Ａとの比Ｂ／Ａで、溶接箇所の疲労劣化を抑制する荷重の大きさを特定できる。そ
の距離Ａとは、積層方向に封口板１３とスペーサ５を横断する断面で見たときに、ケース
１２の扁平面と封口板１３の側面との接触領域の下端（図６の符号Ｐ５が示す箇所）と、
扁平面とスペーサ５の接触範囲の上端（図６の符号Ｐ６が示す箇所）までの距離である。
なお、無荷重のときには扁平面は平坦であるが、荷重が加わり窪みＷが形成されたときに
は、下端Ｐ５と上端Ｐ６の間の扁平面（部分扁平面１２ｄ）は、積層方向に直交する平面
（図中のＹＺ平面）に対して一直線に傾斜する。
【００２８】
　発明者は、Ｂ／Ａを様々に変化させて内圧上昇の繰り返し試験を実施した。図７に繰り
返し試験のＢ／Ａの値と、電池パック１０の筐体が破壊するまでの繰り返し数を示す。な
お、電池パックの外形サイズは、概ね、１４０ｍｍ×１４ｍｍ×６３ｍｍである。長辺１
２ａの長さが１４０ｍｍであり、短辺１２ｂ（図２（Ａ）参照）の長さが１４ｍｍである
。ＡとＢの大きさは図７に示した通りである。試験は、次の通りである。ケース１２に孔
を空けて空気を送り込んで内圧を上昇させ、空気を抜いて内圧を外気圧と等しくする。そ
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れを溶接部が破壊するまで繰り返す。無荷重のときの繰り返し数は１００回であった。
【００２９】
　図７の結果をグラフに表したのが図８である。図８から明らかな通り、Ｂ／Ａが大きす
ぎると疲労劣化を低減する効果が得られなくなる。破線のグラフＧは、実験結果を示す点
列の近似曲線である。符号Ｓ１が示す範囲は、０．００５≦Ｂ／Ａ≦０．１１０の範囲で
ある。この範囲Ｓ１では、破壊に至るまでの繰り返し数が２００回以上である。この２０
０回という数字は、無荷重のときの繰り返し数（１００回）の２倍である。即ち、従来の
組電池の２倍の繰り返し数を得られるということであり一つの評価基準である。
【００３０】
　符号Ｓ２が示す範囲は、０．０２≦Ｂ／Ａ≦０．０９の範囲である。この範囲では、破
壊に至るまでの繰り返し数が７０００回以上である。１日に２回、膨張を生ずるとして、
１０年で７３００回の繰り返しとなる。符号Ｓ２が示す範囲は、１日２回の膨張を想定し
たときに１０年耐え得る範囲である。自動車に搭載する部品としては少なくとも１０年の
耐用年数があることが好ましい。範囲Ｓ２はその基準をクリアする。
【００３１】
　発明者の検討によると、無次元数のパラメータであるＢ／Ａを採用した上記の基準は、
電池パックのサイズに依存せずに成立すると推測される。図６に示されているように、Ｂ
／Ａは、ケース１２の扁平面と封口板１３の側面との接触領域の下端（図６の符号Ｐ５が
示す箇所）と、扁平面とスペーサ５の接触範囲の上端（図６の符号Ｐ６が示す箇所）まで
の範囲（符号１２ｄが示す範囲）の扁平面の、積層方向に直交する平面（ＹＺ平面）に対
する傾斜角に相当する。電池パックのサイズに関わらず、上記の傾斜角が上記したＳ１の
範囲あるいはＳ２の範囲にあれば、所望の疲労劣化の低減効果が得られる。
【００３２】
　（変形例）前述したように、電池パックは無荷重のときには扁平面が窪んでおらず、扁
平面が所定の窪みを有するまで荷重を加えることが好ましい。そのような態様ほどの効果
は得られないが、最初から窪みＷが形成されている電池パックでも従来よりも疲労劣化に
対する耐性を向上させることができる。そのような態様の電池パックの例を図９に示す。
図９の電池パック１１０は、図６に示した電池パック１０と同じであるが、荷重なしで窪
みＷ２が形成されている点が図６の電池パック１０と異なる。仮想線（２点鎖線）で示し
た矩形は、スペーサ５に相当する。従って符号Ｐ６が示す扁平面の屈曲箇所は、扁平面と
スペーサ５の接触範囲の上端に相当する。ケース１１２の扁平面と封口板１３の側面との
接触領域の下端（図９の符号Ｐ５が示す箇所）と、上記の上端Ｐ６の間の傾斜している扁
平面１１２ａの傾斜は、図６の荷重を受けたときの傾斜した扁平面１２ｄの傾斜と同じで
ある。電池パック１１０を使った組電池も、内圧が上昇しても窪みＷ２を保持するだけの
荷重は必要である。
【００３３】
　図９の電池パックを使った組電池は、次の通り表現することができる。電池パック１１
０は、内部に電池本体（不図示）を収容する扁平なケースであって幅狭面が開口している
ケース１１２と、ケース１１２の開口の内周面に嵌合している封口板１３であってその側
面とケース内周面が溶接されている封口板１３を備える。スペーサ１０５は、各電池パッ
ク１１０の両側の扁平面の中央に配置されており、扁平面との接触領域の輪郭が電池パッ
ク１１０の扁平面の輪郭よりも小さい。組電池は、複数の電池パック１１０と複数のスペ
ーサ１０５が交互に積層されてその積層方向に荷重されている。そして、電池パック１１
０の扁平面の中央がスペーサ１０５の輪郭の形に窪んでおり（窪みＷ２）、積層方向に封
口板とスペーサを横断する断面で見たときに、扁平面と封口板１３との接触領域の下端Ｐ
５から扁平面とスペーサ１０５との接触領域の上端Ｐ６まで、扁平面が、積層方向の直交
方向に対して一直線に傾斜している。
【００３４】
　実施例で説明した技術に関する留意点を述べる。スペーサ５は、扁平面の略中央に当接
すればよい。逆に言えば、スペーサ５は、積層方向からみたときに扁平面の縁と重ならな
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部は元々剛性が高いのでスペーサを当てる利点がない。他方、扁平面の中央部は内圧上昇
により膨らみ易く、そのような箇所にスペーサを当てて荷重を加えることで膨張を抑制す
ることができる。
【００３５】
　以上、本発明の具体例を詳細に説明したが、これらは例示に過ぎず、特許請求の範囲を
限定するものではない。特許請求の範囲に記載の技術には、以上に例示した具体例を様々
に変形、変更したものが含まれる。本明細書または図面に説明した技術要素は、単独であ
るいは各種の組合せによって技術的有用性を発揮するものであり、出願時請求項記載の組
合せに限定されるものではない。また、本明細書または図面に例示した技術は複数目的を
同時に達成し得るものであり、そのうちの一つの目的を達成すること自体で技術的有用性
を持つものである。
【符号の説明】
【００３６】
２：組電池
３：エンドプレート
３ａ：突起
４：拘束ベルト
５、１０５：スペーサ
１０、１１０：電池パック
１２、１１２：ケース
１２ａ：長辺
１２ｂ：短辺
１２ｃ：内側面
１２ｄ、１１２ａ：部分扁平面
１３：封口板
１３ａ：側面
１４ａ：端子
１５：安全弁
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